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はじめに
筆者らは、既に取手市（旧藤代町を含む）内を
流れる北浦、西浦川および相野谷川の水質汚濁
の実態を1994年以来継続して調査している。
これらの結果は既に本誌上に報告した。1,2,3,4）

これらの小河川のうちで、北浦川は農業排水
路および市街地の雨水排水路を兼ねているの
で特に水質が悪く、流れのゆるやかな箇所には
ヘドロが堆積し、渇水期には水量が著しく減少
するために悪臭が漂うことがある｡1997年に
底泥の浚渫が行われた後、6年間はアンモニア
態窒素の濃度が低下し2）、藍藻頬の発生が観測

されなくなった4）｡今回は、その後の2004-2008
年の5年間の実態を調査した結果を報告する｡

結果および考案
既報1,2,3,4）の場合と同様の方法で、図1に示す
北浦川のA～ F地点で5年間調査した結果を
表1に示す｡
表1の測定結果に基づいて、上流のA地点と
下流のF地点に於けるアンモニア態窒素の濃
度を浚渫（1997年）後の6年間の測定結果4）と
比較した結果を図2に示す｡
北浦川は典型的な農業排水路で、しかも下流

研究報告

茨城県南部の小河川の水質汚濁の実態（第5報）
秋山 尭※、飯塚 貞二※、佐藤 昌光※、宮本 孝毅※、結城 直子 ※

※取手市水の会「ヨシキリ」

図1　調査地点とその周辺（左上が上流、右下が下流）
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域ではラバー堰でせき止めて農業用水として
反復利用されている｡毎年4月15日頃に小貝川
から農業用水の導入が始まると、それによって
水質が改善されるが、8月下旬の水稲の収穫期
以降は用水が導入されないので汚染物質が濃
縮されて水質が悪化する1）｡このような傾向は、
図2で明らかなように既報1）の場合と同様で
あった｡今回は、図2から、A地点に於けるアン
モニア態窒素の濃度は前報（1999－2004年）
の場合4）と比較して、4月上旬の渇水期にはか
なり減少したが、10月以降の渇水期には徐々
に増加することが示された｡また、F地点に於
けるアンモニア態窒素濃度も4月の渇水期にか
なり減少し、10月以降の渇水期にやや増加し
た｡

表1　北浦川の水質の測定結果（2004 ～ 2008年、平均値）

図2　A地点及びF地点におけるアンモニア態窒素濃度の変化
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これは、上流の非市街化地域で、簡易浄化槽に
代わって公共下水道の共用化が進み、その結果
A地点の水質が改善されたものと考えられる。
10月以降の渇水期にアンモニア態窒素がやや
増加するのはA地点でもF地点でも水量が減
少して濃縮されたものと考えられる｡
そこで、前報の場合と同様にA地点でのアン
モニア態窒素濃度が渇水期の4月と12月で
1994年以降どのように変わったかを図示した
結果、図3に示すように浚渫（1997年）後の6年
間は著しく減少した4）。2004年にかなり増加し
ているが、これはC～D地点で拡幅工事が行わ
れた際に流れが長期間停滞したためであろう｡
この工事は1年程度で中断されて今日に至って
いる｡2006年以降は再びアンモニア態窒素濃
度が減少の傾向を示した｡さらに今後の推移を
見守る必要がある｡

まとめ
一級河川の北浦川の水質を1994年以来継続
して調査した｡1997年には一部の底泥の浚渫
が行われて水質がかなり改善されたことを報
告したが2）、2004年に下流域の一部で拡幅工事
が行われ、その影響で水質がやや悪化した｡水
質の測定結果は次のように要約される｡
1） 上流の非市街化地域で簡易浄化槽に代わっ
て公共下水道の共用化が進み、その結果上
流でのアンモニア態窒素の濃度が減少し、
蒼黒く澱んでいた状態から透視度が 30cm
を越えるまでに水質が改善された ｡

2） 底泥の浚渫は 6年間にわたって水質の改善
に効果的であった ｡

3） 川幅の拡幅工事は水質の改善に役立たず、
むしろ流れが一時停滞したことによって水
質が悪化し、工事が中断している間にもと
の水質に戻った ｡

4） COD 値が前報 4）の場合よりも低くなって
おり、有機物の多くが分解したことを示し
た ｡その結果、分解生成物のアンモニア態
窒素とリンの濃度がやや増加した。

5） 水温が 15℃以下になると、大腸菌がほとん
ど認められなくなった ｡したがって、冬季
には微生物の活力が低下すると考えられ
る。

引用文献
1） 秋山･佐藤･宮本･秋山･結城･飯塚:多自然
研究No,26,P,3（1997）

2） 秋山･佐藤･宮本･秋山･結城･飯塚:多自然
研究No.46,P.3（1999）

3） 秋山･佐藤･宮本･秋山･結城･飯塚:多自然
研究NO.50,P,3（1999）

4） 秋山･佐藤.宮本･秋山･結城･飯塚:多自然
研究No.113,P.16（2005）

図3　A地点におけるアンモニア態窒素濃度の経年変化
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近年、市民の環境への意識の高まりとともに、
河川においても治水と環境の両立を目指した
樹木の管理のあり方が注目されています。そ
の中で、河川改修後にヤナギがうっそうと繁茂
し、その処理に窮している点が指摘されていま
す。本稿では、なぜ北海道でヤナギが多く繁茂
するのかを、川の営力と河畔林との関係を合わ
せて紹介し、今後の河畔林管理のあり方を提案
します。

はじめに
近年の環境への意識の高まりとともに、河川
においても治水と環境の両立を目指した管理
のあり方が必要とされています。
その中でも河畔林は、生物の生息空間、水域へ
の有機物供給、農業などの人間活動との緩衝帯
など、様々な公益的機能を有することから重要
視されています。一方で、河畔林は出水時の河
積阻害となるなど、人間活動が集中する場所で
は、伐採や密度管理が必要とされています。
本稿で対象とする北海道では、河川改修後の
川でヤナギがうっそうと繁茂し、洪水が流れに
くくなる懸念や、伐採後の萌芽や種子の侵入に
よる再生が早く、継続的な伐採管理が必要とな
るなどの課題が生じています。
では、なぜ北海道でヤナギが繁茂するので
しょうか？
このような問いかけに対し、研究を進めた結
果、ヤナギ林分布と地域性に関する研究論文が
応用生態工学会の学会誌に掲載されましたの
で、関連する既論文と合わせて、その内容の一
部をご紹介いたします。

1．川における河畔林の扱いの移り変わり
①開発前～高度経済成長期
開発前は、低地帯ではハルニレ・ヤチダモな
どの在来種の河畔林が河川周辺に広く分布し
ていました。それが、農業開発により失われ、
河畔まで土地利用が進みました。
その後の高度経済成長期の河道計画では、河
道内の樹木は見込まれておらず、すべて伐採す
ることが前提のため、周辺の開発と相まって、
在来種樹林はほとんど見られなくなりました。
その代わり、堤防の盛立てや河積確保として土
取掘削した生じた裸地に、在来樹種に代わって
ヤナギが増えてきました。
②環境を取り込んだ河川行政への転換
1990年代、多自然型川づくりが普及し、水辺
の国勢調査といった河畔林を含めた河川環境
の調査が始まりました。また、市民から樹木を
残して欲しいとの要望が増え、河川事業者も改
修工事の際、ヤナギの植栽を一部行っていまし
た。
③木の評価も含めた河道計画への移行
河道計画の際に、樹木の影響も考慮できる流
下能力の算定方法が確立し、治水安全度の確保
に必要な河道断面を設定するようになると、将
来にわたって河道内樹木の適正な配置とその
維持管理が必要となりました。川の管理の上
で『どの程度まで樹木の生育を許容するの
か』ということを考える必要が生じることに
なりました。
④北海道の河畔林の課題
かつてはハルニレ・ヤチダモが生育していた
低地帯で、ヤナギは裸地にいち早く侵入しまし
た。既にハルニレ・ヤチダモなどの在来種の

研究報告

積雪寒冷地における河道内のヤナギ林の特性
～北海道の河畔林の適切な管理に向けて～

堀岡 和晃※、傳甫 潤也※

※㈱ドーコン河川環境部
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母樹が無く、ヤナギは競争相手がない中で世代
交代を繰り返すことで、分布拡大しています。
川の管理では、維持費の少ない管理が求めら
れます。しかし、ヤナギは伐採後の萌芽再生力
が強く、伐採を繰り返す費用が生じます。そこ
で、なるべく簡易で、費用の小さな排除方法の
確立が望まれます。

2．河畔におけるヤナギ林の地域分布
（1）これまでの知見の整理
河畔に生育するヤナギは、土砂が堆積しても
不定根（幹などから出る根）の発生が旺盛であ
り、冠水耐性、埋没耐性などが高いことが広く
知られています。そのため、低地における河道
改修後の河畔にはヤナギ林が多く成立してい
ます。特に、北海道、東北に多く成立している
ことから、そこでのヤナギに関する研究が多く
行なわれてきました。
表－1に示すように、融雪出水や夏期出水な
どの年間の流量の変動がヤナギの定着に与え
る影響が大きいことが考えられます。
（2）検討の目的
このように北海道、東北では、年間の流量の変
動がヤナギの定着、生育に適していることが考
えられます。しかし、その分布状況をほかの地
域と比較した研究はほとんど行なわれていま
せん。そこで本検討では、全国の河川の地域特
性とヤナギの生育状況を関連づけ比較を行い、
地域的な違いを把握することを目的としまし

た。
（3）調査方法
融雪出水に着目し（図－2）、季節ごとの出水
日数とヤナギの出現種構成による対象河川の
類型化を行ないました。次に、類型化されたグ
ループ間においてヤナギの分布状況を比較し
ました。季節ごとの流況の違いによるヤナギ
に与える影響を検討しました。対象河川の類
型化はクラスター分析により行ないました。
使用した変数は、季節ごとの出水に関する4変
数とヤナギの出現種構成を表す2変数の計6変
数です。
（4）分析結果
国内の23河川を対象に、ヤナギ林の分布状況
について資料調査を行ない、その地域性を考察
しました。まず、季節ごとの出水日数とヤナギ
属植物の出現種構成から、対象河川を4グルー
プに区分しました（表－2、図－3）。
次に、緩勾配区間 （河床勾配1/5000－
1/500） における河岸延長に占める河岸付近の
ヤナギ林、全ての樹林の分布している延長の割
合についてグループ間の違いを比較しました
（図－4）。
その結果、ヤナギの樹林化割合は多い順に、
Group（以下Gと略）1で72%、G2で45%、G3
で25%、G4で4%となりました。ただしG2と
G3との間に有意差はみられませんでした。全
ての樹林の樹林化割合はヤナギの樹林化割合と
同様な傾向でありましたが、G1とG2、G2と
G3、両者の間に有意差がみられませんでした。

図－１ ヤナギが繁茂した河道
（厚別川、H18 年7/28 撮影）

表－１　ヤナギの生育段階と河川流況との関係

生育段階 河道の流況との関係

種子段階

ヤナギ科植物の種子が、多くは陽性で短
命であることから、早期に裸地に定着し
発芽しなければ生き残りできない。
北海道では流量や水位の変動とヤナギ
科植物の種子散布時期との関係につい
て空知川、天塩川で調べられており、融
雪出水の頃から種子散布がはじまる。

実生段階 北海道では夏季の出水が少ないため、融
雪出水後に定着した実生は生き残れる。
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これらのことから、日本のヤナギの出現種構
成に着目した場合には、北方系種群、北方系と
南方系のヤナギが混在する種群、南方系種群の
おおよそ3つの地域性があり、出水タイプを加
味した場合にはおおよそ4つの地域性があるこ
とが明らかとなりました。
この地域性の中でG1の地域は、ヤナギの生
育割合が卓越しています。例えばG1の地域で
出水期を避け冬期に河川工事を行い裸地が生
じた場合、河道内がヤナギ一斉林になる可能性

表－２　グループ区分
グループ 出水の特徴 ヤナギ属の種群 対象地域

１ 4－6月 に 融
雪出水が発生

北方系のヤナギ
属植物の種群 北海道

２ 4－6月 に 融
雪出水が発生

北方系と南方系
のヤナギ属植物
が混在する種群

東北

３ 1－3月 に 融
雪出水が発生

南方系のヤナギ
属植物の種群

日本海側の
近畿や中国

４ 融雪出水が発
生せず

南方系のヤナギ
属植物の種群

関東、太平
洋側の中部
や近畿、四
国、九州
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図－２ 主な対象河川の流況と日平均気温の平年値
（文献1を加筆修正）

1 2

5

6

7

8

910

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

3

4 Group 1

Group 2

Group 4

(B)

Group 3

No.

13

14

16

17

18

19

20

21

10 22

23

12

図－３  ヤナギ属植物の出現種構成と出水日数の季節
変化を用いた地域区分（文献1を加筆修正）

A) Willow forest

a

b

b

c

0

20

40

60

80

100

%

B) Total forest

c

b

ab

a

0

20

40

60

80

100

Group 1 Group 2 Group 3 Group 4

%

A

B

図－４　グループ毎の樹林延長（平均+標準偏差）
（文献1を加筆修正、アルファベットの違いは統計的
有意差が有ることを示す（Scheffe's test,p<0.05））



－ 9－
多自然研究No.163（2009-4）

が高いことがわかります。河川管理の上では
人為改変によるヤナギの侵入に対し特に注意
が必要な地域であるということになります。

3．河道内の撹乱作用と河畔林の構造の関係
（1）これまでの知見の整理
河畔林の分布や構造は、流水の影響が大きい
ため、渓流域、扇状地、低地帯と勾配が変わり河
道の撹乱作用が異なると（表－3）、生育する河
畔林も異なると考えられます。

表－３　河道の区分と特徴
区分 河道の特徴

渓
流
域

山地
河道

土石流を主とした土砂の移動と堆積
が頻繁に発生するため、渓床には発
生年代と堆積面の比高を異にする堆
積。

扇
状
地

網状
河道

出水時に礫分を主体とした土砂堆積
により流路変動を繰り返して網状の
河道を呈する。

低
地
帯

S字
蛇行
河道

河道沿いに砂分を堆積（自然堤防）、
背後の低地にシルトと粘土を堆積
（後背低地）し、それらが流れを制約
するようにS字状の蛇行を呈する自
然堤防帯を形成。

そのため、河畔林の取り扱いに際しては、どの
ような河道で、どのような河畔林が維持される
のか、すなわち、河道の特性ごとに、河道内の撹
乱作用と河畔林の分布や構造との関係を把捉
しておく必要があります。
また、渓畔林と河畔林の研究については、表－
4のように、渓畔林は、流水や土石移動による撹
乱と、それらが林の構造に与える影響に関する
研究が多く行われています。また、ヤナギ林な
どの縦断的な種組成に関する研究や、扇状地な
どの上流を対象に冠水頻度や洪水との関係に
着目した研究、河道整備後の河畔林の拡大など
に関する研究も行われています。
一方、低地帯の河畔林については、土地利用・
防災のため大規模に開発されているためか、自
然堤防帯などを含めた研究は少なく、低地帯の

河道における撹乱作用と河畔林の分布や構造
との関係は、ほとんど把握されていません。

表－４　渓畔林と河畔林の研究状況の違い
河道の撹乱作用と樹林の関係

渓
畔
林

渓流域の河道における撹乱作用は、河畔林を破
壊する様相であり、それにより形成された裸地
に、自然環境が残されている周辺からの種子散
布で新たな渓畔林が出現することが把握され
ている。

河
畔
林

撹乱作用を特徴づける、河床勾配、河床材料な
どの観点から河道特性区分に関する研究が行
われていない。また、それが河畔林へ与える影
響を含めた研究も少ない。

（2）検討の目的
そのため、ここでは低地帯の河川を対象に、資
料調査と現地調査を行い、河道内の撹乱作用と
河畔林の分布や構造との関係を把握すること
を目的としました。
（3）調査方法
資料調査では、氾濫の履歴などが河道平面形
状に反映されていると考え、大規模に地形が改
変される前の河道平面形状から区分し、流況や
河道整備後の河床状況などの河道特性を把握
しました（表－5）。
現地調査では、資料調査で区分した河道ごと
に、主に河道整備後に成立したヤナギ林を調査
しました。そして、河畔林の分布や構造、微地
形などを指標に、河道内の撹乱作用と河畔林と
の関係を考察しました。

表－５　河道形態と特徴
河道形態 河道の特徴

平
坦
部

①網状河道
② 不規則蛇行河道
③偏流型河道
④S字蛇行河道

左に示す河道形態の順に河
床勾配が緩くなり、下流にな
るに従い水位増減度合いが
大きい。
網状河道は、河道整備による
土砂滞留空間の減少、土砂供
給の減少の影響が大きく河
床低下が大きい。

狭
窄
部
①生育蛇行河道
②掘削蛇行河道

河道整備後の河床低下は、短
縮率の小さな狭窄部の河道
で小さく、短縮率の大きな平
坦部の河道で大きい。
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（4）分析結果
北海道低地帯で区分された河道内の撹乱作用
と河畔林の構造との関係を把握しました（図－
5、表－6）。

表－６　S字蛇行河道と網状河道の違い

河道区分 河道特性と河畔林の分布や構造

S字蛇行河道

水位増減度合いが大きいものの、撹
乱の範囲と強度が小さく、河道から
近い位置に安定した林分を持つ河畔
林が維持される。

網状河道

撹乱範囲が大きく撹乱強度が中庸
で、河道から離れた位置にやや不安
定な林分を持つ河畔林が維持され
る。
河道整備により複列砂州状となった
網状河道は、本来は裸地や不安定な
林分となるところだが、河床低下や
ダム建設、低水護岸による流心の誘
導にともない、砂州領域の撹乱の強
度や頻度が低下し、やや不安定な林
分を持つ河畔林が形成されるように
なった。

4． 河畔林管理の重要性と今後の河畔林の管理
のあり方

（1）積雪寒冷地の河畔林を管理することの重要性
本稿の前半で述べたとおり、河畔林のヤナギ
の成立には地域的に違いがあることが考えら
れます。例えばGroup1に該当する積雪寒冷地
の北海道は、他の地域と異なる地域性を有し、

融雪出水による裸地の形成とヤナギの種子散
布時期が重なり、ヤナギが繁茂しやすい環境に
有ります。このように管理の前提条件に地域
の違いがあることが明らかです。
逆にGroup3や4に該当する本州の川と比較
し、河畔林が多いことから “自然がいっぱいの
北海道の川” という先入観で「本州では数少な
い河畔林を市民団体が保全している。北海道
はヤナギが育つだけ有り難いはず。」などとい
うことは地域性が前提に無い議論であると考
えられます。
全国的には河畔林保全の推進がありますが、
今後は地域性をふまえた管理の推進が重要と
考えられます。
また、本稿後半では、攪乱作用と河畔林の関係
について述べました。本来は出水時の流水に
より河床や河岸が撹乱を受け、河原や中州が維
持されています。しかし、近年生じている河床
低下や堰、護岸の影響で流水の撹乱作用が一旦
低下すると、河原や中州でも樹林化が進行する
こと、低水路内の樹林化が瀬・淵の消失とも関
連していることが指摘されており、多自然川づ
くりに向けても課題となっています。

（2）今後の河畔林管理のあり方について
北海道内における川づくりは、ヤナギが旺盛
に繁茂する積雪寒冷地の地域特性を踏まえた
ローカルルールを確立するなど、今後の河川整
備や河道の維持管理に対策を盛り込むことが
必要となっています。
一方で流下能力があり、河畔林を保全可能な
範囲では、ヤナギを中心とした林分から多様な
樹林環境を目指し、樹林環境の再生が重要と考
えられます。ヤナギの競争相手となる在来樹
種の母樹の拠点が出来るよう、ハルニレ・ヤチ
ダモなどの稚樹を育て樹種更新を手助けする
ことも河川環境の復元の視点からは必要と考
えられます。
そして将来にわたって担保可能な河畔林の範
囲を明示し、市民に低水路内のヤナギ林繁茂に

Braided channel

Gravel bed

Moderately stable stand

Water level of freshet

(snowmelt)

y g

Sandy Silty

Stable stand

S

図－５ S字蛇行河道と網状河道の河畔林模式図
（文献2 を加筆修正）
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よる弊害を分かりやすく伝え、かつ瀬・淵の復
元を目指しつつ、樹林化した中州などの伐採管
理に理解を求める必要があります。

おわりに
本稿は、北海道開発局旭川開発建設部発注の
河道内樹木管理に関する、これまでの調査、検
討結果を取りまとめたものです。
最後に、本レポート作成にあたって調査や事
例紹介に快く協力・承諾頂いた 旭川開発建設
部に、厚くお礼を申し上げます。

【引用文献】
1） 傳甫潤也・堀岡和晃・米元光明・伊藤昌弘
（2008） 人為改変後の低地の河畔におけるヤ
ナギ林の地域分布．応用生態工学11：13－
27.

2） 傳甫潤也・岡村俊邦・堀岡和晃・米元光明
（2006） 北海道低地帯で区分された河道内の
撹乱作用と河畔林の構造との関係.応用生態
工学9：3－20．
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1. はじめに
仙北市は、平成17年に豊かな自然や景観、
代々受け継がれてきた歴史や文化、地域の人々
のあたたかな人情などそれぞれ特色ある、旧田
沢湖町、旧角館町、旧西木村の2町1村が合併し
て誕生した市であります。
地域は、秋田県東部ほぼ中央に位置し、東は奥
羽山脈をもって岩手県と県境をなし、北は八幡
平連山によって鹿角市と接し、市域ほぼ中央に
は水深日本一の田沢湖を有するなど豊かな水
資源は、農林業のみならず地域産業発展の大き
な役割を担っております。また、市域を流れる
河川は県域の上流部にあたり、今もふるさとの
清流として地元住民に親しまれております。

2. 水辺施設の整備
「生保内川癒しの渓流づくり」は、仙北市東部
に位置する奥羽山脈を源とする生保内川流域
で八幡平山系直轄火山砂防事業の土砂災害防
止のために整備した、「生保内川遊砂地大暗渠
砂防えん堤」の自然豊かな渓流空間を、身障者

も含めたすべての人々が五感で癒しを感じ得
る場として整備し、行政と市民が一体となって
活用する我が国初の取り組みです。
この取り組みは、渓流のもつ「癒し効果」を
高齢者・子ども・障害者・健常者の健康づく
りの場、心身の癒しの場、さらには医療・福祉
機関との連携を図った心身のリハビリテー
ションの場づくりをめざし平成13年度から行
われており、土木工学学識者及び医療福祉関係
者を委員とした「癒しの渓流づくり懇談会」
を皮切りに、平成15年度には、秋田県、田沢湖町
（現仙北市）、地元の医療・福祉関係者並びに市
民活動グループが加わった「癒しの渓流づく
り検討会」を開催するなど計画の具体化を
図ってきました。
さらに、平成16年度と平成17年度にはこの取
り組みを実現するため「勉強会」を設置し、多
くの地元住民の参加を得て、十数回にわたる
ワークショップを重ね、癒しの渓流での住民活
動の具体化、支援組織等の具体化を行いまし
た。

事 例 紹 介

生
お

保
ぼ

内
ない

川癒しの渓流づくりについて
草彅 正敏※

※仙北市役所建設課

図1　位置図（広域図） 図2　位置図（秋田県仙北市田沢湖生保内地先）
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一方、平成17年度からは毎年地元住民が中心
となり、この渓流を利用した「癒しウォーク」
や「癒しde交流」「植樹会」など、高齢者や子ど
も、車イス利用者も参加した交流イベントを開
催してきました。
このような経緯をふまえ、平成18年度からは
癒しの空間施設として親水広場、自由広場、駐
車場、散策路等の整備を進めてまいりました。
しかし、これらの施設を訪れた人々が休憩し
たり、活動の中心となる場所が整備されていな
かったことから、平成19年度に、財団法人リ
バーフロント整備センターが財団法人日本宝
くじ協会の助成を受けて行っている「水辺施
設の設置事業」として、パーゴラ2基と銘板2
基を整備していただきました。
この休憩施設は生保内川が地域の人々のやす
らぎの場としてより日常的に利用されるとと
もに、心身に障害のある人たちのリハビリテー
ションの場として利用させていただくもので
す。

3. 施設説明
堤長240m、堤高8.5mの生保内川大暗渠えん
堤上流側には、障害者が介添え者が無くても活
動できる「安心ゾーン」、下流側には介添え者
がいることにより健常者と一緒に活動可能な
「共有ゾーン」、また、その下流には障害者の活
動は困難であるが健常者は自然の野趣を楽し
むことのできる「チャレンジゾーン」といっ
た、それぞれの趣の異なった3つのゾーンから
成り、自然環境や流れの緩急、利活用可能な空
地の有無などに照らしたふれあいの場が整備
されております。「安心ゾーン」は、子ども達
が水に親しむ機会を提供するための親水広場、
多目的に活用できる自由広場、利用者の休憩施
設となるパーゴラ等が整備され、特に障害者の
利用し易さに配慮した車イス用スロープや勾
配の緩やかな散策路、駐車場等も設けられてお
ります。　
また、「共有ゾーン」には、この地の杉間伐材
を使った木材チップで舗装された足に優しい

図3　パーゴラ1号機（上流側）

図5　魚のつかみ取り

図4　パーゴラ2号機（下流側）

図6　木材チップ舗装（共有ゾーン）
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散策路が整備され、渓流の瀬音を聞きながら杉
並木の中を散策できるようになっており、散策
路中間付近には休憩施設としてパーゴラ1基が
設置されております。「チャレンジゾーン」は
計画区域の最下流に位置し、自然の渓流をその
まま活用したもので、主に健常者が活用できる
区域であり、渓流の観察、水辺の癒しを身近に
感じ取ることができる区域であります。

4. 整備効果
水辺施設は平成19年度に完成しましたが、前
述のように「生保内川癒しの渓流づくり」へ
の取り組みは平成13年度から始められており、
行政、地元医療・福祉関係者及び市民活動グ
ループが参加した検討会・勉強会を通じ整備・
利活用・組織づくり等を進めてまいりました。
この活動の核となる遊歩道や水辺施設が完成
したことを受け、平成19年3月には、活動のサ
ポート組織として地域住民や市民グループが
参加した「NPO法人癒しの渓流・里・まちネッ
ト」が設立されました。このことにより今後
は益々活動の輪が広がることを期待するもの
です。
「NPO法人癒しの渓流・里・まちネット」が
設立される以前から地元住民が中心となり行
われてきた「癒しウォーク」や「癒しde交
流」は、そのままNPOに引き継がれさらに充実
したものとなっているようです。親水広場で
幼稚園児が魚のつかみ捕りする姿を車イスの
老人達が眺める光景は実になごやかなもので
す。今後は、この施設をより多くの方々に活用
していただけるよう、地域の施設として維持管
理にも力を入れてまいりたいと考えておりま
す。
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Vol.32

地名の御茶ノ水、水道橋の由来をご存知で
しょうか。“御茶ノ水” は近くの寺の境内から
湧出した水を将軍のお茶用に献上したことに
由来し、“水道橋” は神田川の上に架けられた
神田上水の懸

かけ

樋
ひ

（水道橋）（写真A）の存在に由
来していると言われています。飲料水に縁が
深い双方の地名の地下鉄駅から程近い場所に
「東京都水道歴史館」があります。東京の水道
の起源は、天正18（1590）年に徳川家康が江戸
入府にあたり、家臣につくらせた小石川上水
（後の神田川上水）であると言われています。
そして、浄水場でろ過し鉄管を使用して加圧給
水する「近代水道」は、明治31（1898）年に淀
橋浄水場から神田、日本橋方面へ通水したこと
によります。本施設では、江戸上水の起源から
現在に至るまでの東京水道400年以上のあゆみ
を一挙に感じることができる様々な展示の工
夫がなされています。

江戸上水と玉川上水
江戸上水は江戸の人口増加に対応すべく次々
と造られ、小石川上水に始まり、玉川・亀有・青
山・三田・千川上水の開設へとつながります。

この一連の歴史をパネル説明などが理解させ
てくれます。徳川家康が江戸入府にあたり城下
に飲料水を供給することが急がれ、天正18
（1590）年に小石川上水（後の神田上水）が開設
されました。しかし、三代将軍の家光の頃には
参勤交代の制度などによって江戸の人口は大
幅に増加し、水不足が激しくなりました。この
ため新たな上水開設による水不足解消が必要
になったのです。ここで登場するのが江戸町人
の庄右衛門と清右衛門の兄弟（写真2）。彼らは
幕府の上水開設工事を請負い、多摩川を水源と
する玉川上水工事に着手しました。水源から四
谷の水門までの43kmの高低差はわずか 92m。
夜間のローソクや線香の光を頼りに高低差を
確認しながら掘削を推し進め、自然流下式の水
路を完成させた技術の高さと苦労は圧巻です。
承応2（1653）年に8ヶ月間という短期間で上
水開削に成功し、100万都市江戸の暮らしを支
える偉業を成し遂げました。この一連の物語は

先人達が築いた水の道に知恵と技術を感じる
～東京都水道歴史館～

 丹内道哉（（財）リバーフロント整備センター）

写真1　懸樋の模型 写真2　玉川兄弟
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「玉川上水ものがたり」という人形劇風の映像
（写真3）が分かりやすく伝えてくれます。なお、
玉川上水は昭和40年以降水が途絶えていまし
たが、東京都の清流復活事業によって昭和61年
に清流が復活し、平成15年には国の史跡に指定
されています。江戸の給水方法は見事です（写
真4）。上水から木樋（木製の管）（写真5）や石
樋を通して上水井戸（写真 6）へ給水し、各家が
井戸から汲み上げた水を水瓶や水桶に貯めて
生活に利用していました。発掘された実物展示
とパネル説明によって、当時の様子を容易に想
像することができます。また、江戸長屋と上水
井戸の風景が再現（写真 7）されており、当時の
暮らしぶりが理解できます。

近代水道
明治維新以降、玉川・神田両上水や上水井戸
の水質悪化が目覚しくなり、水道設備の近代化
が求められるようになりました。そして明治 
19（1886）年、東京におけるコレラ大流行が近

代水道促進の大きなきっかけとなり、明治31
（1898）年に淀橋浄水場が通水を開始し、これが
東京近代水道の始まりとなりました。それか
ら100年、東京の水道は幾多の戦争や関東大震
災、渇水などの困難を乗り越え、 増大する水需
要に対しダム建設などによって拡張を続ける
とともに、浄水処理技術を発展させ、世界有数
の規模・内容を誇る水道へと成長してきまし
た。ここでは、近代水道の歴史の流れなどをパ
ネル説明や数々の立体模型、歴史的な実物（写
真8）などの展示によって分かりやすく紹介し
ています。我々が当然のように得ている水は、
先人達から続くたゆまぬ努力のもとに成り
立っていることがよく分かります。

設立経緯
東京都水道歴史館は、400年以上もある江戸
上水・近代水道の歴史を理解してもらうこと
を目的に、平成7（1995）年4月15日に設立さ
れました。なお、平成21年1月5日から6月（予

写真3　玉川上水ものがたり 写真4　江戸の給水方法

写真5　発掘された木樋 写真6　発掘された上水井戸
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定）までリニューアル工事のため一時休館して
います。主なリニューアル目的は、1階の「近
代水道」の展示に近年の水道技術に関する展
示を追加充実させるためとなっています。

施設の概要
施設は3階構造になっており、1階が「近代
水道」の展示、2階が「江戸上水」の展示、3
階が「水や懸樋の模型水道に関する図書」の
閲覧室になっています。
見学の順路は2階の「江戸上水」の展示から
で、徳川家康が江戸入府にあたり家臣につくら
せた小石川上水（現在の神田上水）に始まる江
戸上水の歴史を紹介しています。複製ですが
有形文化財指定の玉川上水に関する絵図、当時
の水路網図、土木技術を記した貴重な史料など
をはじめ、発掘された実物の木樋、玉川上水も
のがたりの映像、江戸の水事情・暮らし・給水
方法などのパネル説明、模型などの展示があり
ます。
続いて、1階の「近代水道」の展示では、明
治31年（1898）年の淀橋浄水場の完成による

東京都の近代水道の幕開けから現在の大規模
な水道に発展するまでの戦争、震災、渇水、ダム
建設、浄水処理の発達などの過程が示されてお
り、各種の鋳鉄管のほか、実際に使用されてい
た共用栓などの実物展示がされています。
また、施設裏の本郷給水所公苑には、発掘され
た神田上水の石

せき

樋
ひ

の一部が移築復元（写真9）
されています。
リニューアル後の本施設へ足を運び、江戸・
東京の水の歴史を身近に感じて頂ければ幸い
です。また、東京都内には水道に関する数々の
史跡が点在していますので、本施設で興味を
持った方は足をのばし、水の歴史をさらにた
どってみてはいかがでしょうか。 

●東京都水道歴史館
■所在地／〒113 -0033 東京都文京区本郷二丁目7番1号
■TEL ／ 03-5802-9040
■開館時間／ 9：30 ～ 17：00（入館は16:30まで）
■休館日／年末年始（12月28日～ 1月4日）、臨時休館日あり
■入館料／無料
■アクセス／ JR中央線・総武線「御茶ノ水駅」・「水道橋駅」、地下鉄丸ノ内線「御
茶ノ水駅」・「本郷三丁目駅」、地下鉄千代田線「新御茶ノ水駅」、地下鉄都営三田
線「水道橋駅」、地下鉄都営大江戸線「本郷三丁目駅」下車徒歩8分
■施設に関する情報／◎東京都水道歴史館http://www.waterworks.metro.tokyo.jp/pp/rekisi/
※H21.1.5H21.6（予定）まで一時休館

写真7　江戸長屋の再現 写真8　水圧計や共用栓

写真9　神田上水石樋
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一

春
の
小
川
は　

さ
ら
さ
ら
い
く
よ

岸
の
す
み
れ
や　

れ
ん
げ
の
花
に

す
が
た
や
さ
し
く　

色
う
つ
く
し
く

咲
け
よ
咲
け
よ
と　

さ
さ
や
き
な
が
ら

　

二

春
の
小
川
は　

さ
ら
さ
ら
い
く
よ

え
び
や
め
だ
か
や　

こ
ぶ
な
の
む
れ
に

今
日
も
一
日
ひ
な
た
で
お
よ
ぎ

遊
べ
遊
べ
と　

さ
さ
や
き
な
が
ら

　
　
　
　
　

高
野
辰
之
作
詞
・
岡
野
貞
一
作
曲

文
部
省
唱
歌
「
春
の
小
川
」
で
あ
る
。
小
学
校

時
代
、
音
楽
の
時
間
や
遠
足
の
バ
ス
で
、
一
度
や
二

度
は
歌
っ
た
こ
と
が
あ
る
ア
ラ
フ
ォ
ー
世
代
の
私

で
す
。
当
時
は
普
通
す
ぎ
て
何
が
い
い
の
か
分
ら

な
か
っ
た
こ
の
情
景
、だ
が
こ
の
曲
を
取
り
上
げ
て

い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
数
知
れ
ず
。
美
空
ひ
ば
り

や
森
繁
久
彌
（
オ
ォ
！
）、
石
川
ひ
と
み
に
ア
グ
ネ

ス
・
チ
ャ
ン
、由
紀
さ
お
り
・
安
田
祥
子
に
、ダ
ー
ク
・

ダ
ッ
ク
ス
、
ア
リ
ス
（
！
）、
ダ
・
カ
ー
ポ
に
、
な
ん

と
ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団
（
マ
イ
ガ
ッ
！
）
ま
で
こ

の
曲
を
取
り
上
げ
て
い
る
か
ら
、名
曲
と
言
わ
れ
て

当
然
の
実
績
だ
。「
何
気
な
く
好
い
」
と
い
う
こ
と

は
、こ
こ
ま
で
絶
対
的
な
パ
ワ
ー
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
小
川
が
「
渋
谷
川
」
の
こ
と
だ

と
知
っ
た
の
は
つ
い
最
近
の
こ
と
。「
え
？　
渋

谷
っ
て
、
渋
谷
区
の
渋
谷
？ 

東
京
の
歌
だ
っ
た

の
？
」
驚
き
と
い
う
よ
り
違
和
感
だ
っ
た
。

　
少
し
話
が
そ
れ
る
が
、
私
は
あ
る
縁
が
き
っ
か
け

と
な
り
、現
在
定
期
的
に
明
治
神
宮
を
訪
れ
る
外
国

人
観
光
客
向
け
に
伝
統
文
化
の
茶
道
を
紹
介
し
て

い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
響
（http://w

w
w
.

npohibiki.com
/

）
は
、
参
拝
や
観
光
に
来
た
外
国

人
に
呼
び
か
け
、英
語
ガ
イ
ド
で
神
宮
内
を
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
す
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
ツ
ア
ー

後
、御
苑
内
の
茶
室
で
伝
統
文
化
の
茶
道
に
触
れ
て

も
ら
お
う
と
い
う
企
画
の
協
力
で
奉
仕
し
て
い
る

個
人
活
動
だ
。

こ
の
茶
会
の
下
打
ち
合
わ
せ
を
兼
ね
、
私
も
ガ
イ

ド
を
受
け
た
際
に
、参
道
の
橋
の
下
を
流
れ
る
せ
せ

ら
ぎ
こ
そ
「
春
の
小
川
」
の
モ
デ
ル
だ
と
聞
か
さ

れ
た
。
へ
え
、と
思
う
と
同
時
に
「
こ
の
せ
せ
ら
ぎ

は
神
宮
境
内
の
敷
地
を
出
た
ら
何
川
？
」「
川
と
し

て
存
続
す
る
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
が
湧
い
た
。

産
ま
れ
て
こ
の
方
、
ン
十
年
も
こ
の
境
内
に
通
い

な
が
ら
、そ
こ
に
か
つ
て
口
ず
さ
ん
だ
歌
詞
の
光
景

が
在
っ
た
こ
と
も
、そ
れ
が
何
川
か
も
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
自
分
を
癒
し
続

け
た
も
の
の
正
体
に
、ま
た
し
て
も
無
頓
着
に
生
き

て
き
た
心
無
さ
に
自
己
嫌
悪
…
…
。

行
到
水
窮
處　

坐
看
雲
起
時

 （
ゆ
き
て
は
い
た
る
み
ず
の
き
わ
む
る
と
こ
ろ

　

ざ
し
て
は
み
る
く
も
の
お
こ
る
と
き
）

王
維
先
生
の
五
言
律
詩
を
思
い
出
す
。

そ
の
川
が
渋
谷
川
だ
と
知
っ
て
か
ら
は
さ
ら
な

る
驚
き
を
受
け
た
。
渋
谷
川
と
い
え
ば
、川
と
い
う

よ
り
「
暗
渠
」
で
は
な
い
の
か
？

渋
谷
川
・
古
川
は
、
渋
谷
区
内
の
宮
益
橋
か
ら
天

現
寺
橋
間
の
二
・
六
キ
ロ
を
渋
谷
川
、
港
区
内
の
天

現
寺
橋
か
ら
河
口
間
の
四
・
四
キ
ロ
を
古
川
と
呼

ぶ
。
本
川
（
宮
益
橋
）
の
上
流
域
と
支
川
は
、
す
べ

て
暗
渠
構
造
で
下
水
道
化
さ
れ
、本
川
の
稲
荷
橋
の

下
流
か
ら
開
水
路
と
な
り
、Ｊ
Ｒ
浜
松
町
付
近
で
東

京
湾
に
注
い
で
い
る
。　

渋
谷
川
・
古
川
あ
わ
せ
て
、

流
域
面
積
は
二
二
・
九
キ
ロ
平
方
、河
川
延
長
は
七
・

〇
キ
ロ
の
二
級
河
川
…
…
と
い
う
の
が
「
春
の
小

川
」
の
正
体
で
あ
っ
た
。

も
と
も
と
渋
谷
界
隈
に
は
た
く
さ
ん
の
川
の
せ

―春の小川̶
●鈴木 ひかり●
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せ
ら
ぎ
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
街
や
キ
ャ
ッ
ト
ス
ト

リ
ー
ト
も
「
春
の
小
川
」
だ
っ
た
ら
し
い
。
通
り

の
下
は
今
も
川
が
流
れ
て
い
る
。
い
つ
頃
か
ら
暗

渠
に
な
っ
た
か
と
い
え
ば
、
先
月
号
の
「
運
河
に

て
」
で
も
話
題
に
触
れ
た
、街
を
激
変
さ
せ
た
ア
レ

が
き
っ
か
け
で
す
。

ア
レ
と
は
、
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
開
催
ま
で
に
、川
は
現
在
の
よ
う
に
道
路
で
蓋

さ
れ
、以
来
闇
の
底
に
潜
っ
て
い
る
。
東
京
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、実
に
た
く
さ
ん
の
も
の
に
蓋

を
か
ぶ
せ
た
。
冠
を
頂
い
た
華
々
し
い
祭
典
の
開

催
で
、世
界
中
が
注
目
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
に

大
変
身
す
る
過
程
で
、た
く
さ
ん
の
「
水
辺
」
が
陽

の
目
を
見
な
い
闇
に
消
え
た
。

あ
れ
か
ら
四
〇
年
以
上
。
そ
の
頃
「
お
ぎ
ゃ
ー
」

と
生
ま
れ
た
子
等
は
幻
の
「
春
の
小
川
」
を
歌
っ

て
育
ち
、
今
や
地
球
を
守
る
使
命
を
抱
い
て
い
る
。

そ
し
て
東
京
は
再
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
招
致
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

蓋
し
た
ま
ま
、
忘
れ
か
け
て
い
た
水
辺
こ
そ
、
封

印
し
て
埋
蔵
さ
れ
た
、未
来
の
東
京
の
お
宝
か
も
知

れ
な
い
。
神
宮
の
境
内
に
佇
み
な
が
ら
考
え
た
。

現
代
人
に
は
こ
れ
ま
で
、「
い
っ
た
ん
失
わ
れ
た

自
然
は
取
り
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
無

力
感
が
あ
っ
た
。
だ
が
、諦
め
る
こ
と
が
取
り
戻
す

よ
り
安
易
だ
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

人
の
手
で
自
然
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
る
。

明
治
神
宮
の
「
都
の
ほ
か
の
心
地
こ
そ
す
る
」

堂
々
と
し
た
こ
の
森
は
、れ
っ
き
と
し
た
人
造
の
森

だ
。「

百
年
後
に
は
自
然
の
森
に
！
」
を
目
標
に
、
大

正
四
年
（
一
九
一
五
）
か
ら
五
年
間
、
延
べ
十
万
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
一
本
一
本
、
手
で
植
え
た

十
万
本
の
苗
。
あ
れ
か
ら
も
う
す
ぐ
、約
束
の
百
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
森
を
作
る
の
に
「
百
年

か
か
る
」
の
で
は
な
く
、人
の
意
志
は
「
百
年
経
っ

て
も
消
え
な
い
」
こ
と
を
認
識
す
べ
き
標
本
が
明

治
神
宮
だ
と
思
う
。

い
つ
か
再
び
、「
春
の
小
川
」
を
太
陽
の
光
の
下

に
も
ど
そ
う
と
活
動
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
る
。

「
渋
谷
川
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」（http://w

w
w
.

shibuyagaw
a.net/

）
だ
。

気
付
い
て
行
動
す
る
人
が
い
る
、
そ
れ
を
応
援
す

る
人
が
い
る
。
自
然
を
人
が
作
る
と
い
う
こ
と
は
、

ま
さ
に
そ
ん
な
「
人
間
の
心
の
自
然
な
営
み
」
の

延
長
だ
。
私
も
ま
た
、自
分
で
気
づ
い
た
こ
と
を
始

め
、応
援
す
る
者
に
巡
り
合
う
旅
の
途
中
に
い
る
。

■
外
国
人
の
た
め
の
茶
道
体
験

四
月
一
九
日
（
土
）、十
時
〜
二
時

明
治
神
宮
、御
苑
内
茶
室
「
隔
雲
亭
」
に
て
。

 

外
国
人
の
友
人
を
伴
っ
て
、
自
己
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

に
参
集
し
て
は
い
か
が
。

連
絡
先（
鈴
木hikarinokuni1216@

gm
ail.com

）

　
　
　
　
　鈴

木
ひ
か
り

東
京
生
ま
れ
。
独
り
旅
、
裏
千
家
茶
道
と
伝
統
俳

句
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る
。
伝
統
文
化
を
通
じ

て
国
際
交
流
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
展
開
中
。

旅
行
記
、エ
ッ
セ
イ
の
執
筆
を
手
掛
け
る
。
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月扱いとさせていただきます。また、特にお申し出のない限り、登録は継続させていただきます。

◎会費
年会費（4月から翌3月まで）は、個人会費が3千円、法人会費が1万5千円です。グループの方は個人、
法人のどちらでも登録できます。なお、年度途中の退会の場合、一旦納入された会費はお返ししません。

◎特典
「多自然研究」に掲載された原稿執筆者には、図書カード￥3,000円を贈呈します。
「多自然研究ネット」会員の皆様の投稿をお待ちしています。
◎会費の振込
年会費の振込は、毎年6～7月に郵便局の振込用紙をお送りします。事務処理上、特に支障がない方は、こ
の振込用紙を使ってお振込みください。振込手数料はかかりません。なお、近くに郵便局がない方、事務処
理上銀行でないと困る方は、下記の口座にお振込下さい。
みずほ銀行新橋支店 普通預金 1724589　 財団法人リバーフロント整備センター
三菱東京UFJ 銀行本店 普通預金 7659022 財団法人リバーフロント整備センター
郵便振替貯金　　00180-3-405375　　財団法人リバーフロント整備センター書籍口
なお、新規に登録いただいた方には、当センターより請求書、振込用紙をお送りいたします。

投稿のルール
◎投稿はご自分やご自分の所属する団体の活動、研究の成果を会員に広く知っていただくことを目的にしています。
◎ 上記の趣旨に合致しない場合は掲載いたしません。また、紙面の都合上、投稿の一部しか掲載できない場合
があります。これらについては編集部が判断しますのでご了承ください。
◎投稿の受付は随時行っていますので編集部までお問い合わせください。

【お問い合わせ】
財団法人　リバーフロント整備センター　　多自然研究編集部　丹内、伊藤（将）
 tannai-m@rfc.or.jp


